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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島廃炉のためには炉内状況把握の更新が必要である。NDF戦略プラン

2018に示される2021年度の初号機の燃料デブリ取り出し開始やそれ以

降の各号機の継続した安全管理のためにも、福島2・3号機ペデスタル

燃料デブリの深さ方向の分布・性状の把握が喫緊の課題である。本研

究では、固液の移行及び界面の機構論的な追跡が可能な粒子法の一種

であるMPS法、模擬デブリ流下実験、高温融体物性データを整備する。

これらのMulti-Physicsモデリングにより、福島2・3号機ペデスタル燃

料デブリ深さ方向の性状を同定することを目的として、以下の項目を

行う。 

１）MPS法による溶融物挙動解析手法の改良と解析 

２）模擬デブリ流下実験 

３）実機デブリ流下履歴の同定 

４）浮遊法による高温融体物性評価 

５）MPS法による模擬デブリ堆積挙動の大規模並列計算機実験 

６）3号機ペデスタル成層化デブリ臨界性評価 

２．総合評価 
Ａ 

・1号機の炉内調査で、これまでの想定を超える事象が見られたことを

踏まえると、溶融燃料による複雑な挙動の推定を高度化して、考え得

る事故シナリオの評価を前進させたことは重要な成果である。 

・Fe-B共晶合金に高い流動性があることを初めて明らかにするなど、貴

重なデータが取られているので、シミュレーション検討はより幅広い

条件で行えばさらに幅広い知見が得られたものと考える。 

・一方で、得られた成果が東京電力ＨＤなどのニーズ関係者に伝わって

いないため、知ってもらうための活動も必要である。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 
 


